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⑧脇野沢地域は陸奥湾をはさんで下北半島側と夏泊半島側

とに陸域が分かれている.そのうち夏泊半島側は北端の大

島とその南がわずかに含まれている.両地域ともおもに新

第三紀の地層と火山岩類が分布している.

黒松内型安山岩集塊岩に相当するものである.筆者は凝灰

角礫岩としているものの少荏くとも一部は自破砕溶岩であ

るとしているが最近黒松内型集塊岩の大部分は水中溶岩の1

一種であるとの見解が報告されている.海岸の好露頭に恵

まれたこの地域はこの種の火山岩類の成因や形態を観察す

るうえで好適であろう.

亀陸域より蓬かに広い陸奥湾の海域について金属広域調査報

告書から湾内の音波探査の結果による海底構造図が引用され

ている.筆者の下北海岸断層の延びが音波探査でも確か:

められている.同様1こ陸域の重力図も引用されている.

竃この図幅と研究報告書には面図を含めて金属広域調査の結果.

が反映されている.広域調査の結果は必ずしも広く普及し1

ていないので便利である.しかし利用者は前記の陸奥川

内図幅と研究報告書とともに金属広域調査報告書(下北地

域)昭和42-45年度と精描調査報告書昭和46-47年度を.

併読することを勧めたい.

⑧下北半島側には檜川層･小沢層および脇野沢安山岩類が分布

している.檜川層は北の陸奥川内地域(昭和50年度に同じ

筆者により図幅が発表されている)に広く分布しているが

この地域では分布はせまい.この地域におもに分布してい

るのは小沢層のなかの安山岩と脇野沢安山岩類である､

夏泊半島側には小沢層に相当する間木層と石英安川岸が分布

している.

亀脇野沢安山岩類はおもに安山岩の凝灰角礫岩と溶岩から怒っ

ている.これらは同じ下北半島の易国間安山岩類･油安山

岩質集塊岩などとともに北海道南西部に広く分布している
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